
団体戦決勝リーグについての規定  

 

Ⅰ 対戦方法  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①試合目 Ａ（１シードブロック） － Ｂ（４シードブロック）  

      Ｃ（３シードブロック） － Ｄ（２シードブロック）  

 

 ② 〃  Ａ－Ｂの勝者 対 Ｃ－Ｄの敗者  

            Ａ－Ｂの敗者 対 Ｃ－Ｄの勝者  

 

 ③ 〃  やっていない対戦  

 

 

Ⅱ ３校が同成績の場合（２勝１敗または１勝２敗）の順位の決定方法  

 

 該当する３校間の対戦の勝ポイントの多い順に順位をつける。  

     （＝３勝または３敗の学校との対戦結果は考慮しない。）  

    ↓  

  ①２校の勝ポイントが同じ場合は、両校の対戦の勝者を上位とする。  

   ②３校の勝ポイントが同じ場合は、３校間の対戦の取得ゲーム率の高い  

   順に順位をつける。  

       （※取得ゲーム率 ＝ 取得ゲーム数 / 全ゲーム数）  

          例 ７－５の場合  ７／１２  ＝ ０．５８３  

         ６－４ 〃   ６／１０  ＝ ０．６  

         ☆３校間の対戦の全ての取得ゲームを合計し、全ゲーム数で割る。 

        ↓  

   ③ ②が同率の場合  

   ・２校の取得ゲーム率が同じ場合は、両校の対戦の勝者を上位とする。  

     ・３校の取得ゲーム率が同じ場合は、３校間の対戦の取得得点率の高い順に  

    順位をつける。  

      （※取得得点率 ＝ 総取得得点数 ／ 全得点数）  

         ☆３校間の対戦の全ての取得得点を合計し、全得点数で割る。  

          ↓  

    ２校の取得得点率が同じ場合は、両校の対戦の勝者を上位とする。  

 

☆コロナによりセルフジャッジを採用した場合，（審判がいないため）③の取得得点 

率を使えません。  

  そこで  

    ②（３校の取得ゲーム率が同じ場合は）  

       「 監督による抽選とする 」  

  とします。  

 

                                              

 



登録人数の差異による、勝敗の決定方法  

 

A（登録人数）vs B（登録人数） 勝敗  

A（7～9 人）vs B（7～9 人）  現行通り  

A（7～9 人）vs B（6 人）  S3 は A の不戦勝（1 勝）からスタート  

A（7～9 人）vs B（4～5 人）  S3、D2 は A の不戦勝（2 勝）からスタート  

A（6 人）vs B（6 人）  

 

 

2 勝 2 敗の場合は、①②の順に高い方の勝ちと

する  

①取得セット率 ②取得ゲーム率  

①②ともに同じ場合は S1 勝者の勝ちとする  

A（6 人）vs B（4～5 人）  

 

 

 

D2 は A の不戦勝（1 勝）からスタート  

2 勝 2 敗の場合は、①②の順に高い方の勝ちと

する  

①取得セット率 ②取得ゲーム率  

①②ともに同じ場合は S1 勝者の勝ちとする  

A（4～5 人）vs B（4～5 人）  2 ポイント先取  

  一方に対戦相手がいない場合の不戦勝は６－０または８－０と記載する  

  ※１ 取得セット率とは  

      （全ての試合の取得セット合計数）÷（全ての試合のセット合計数）  

     なお，不戦勝の場合，試合のセット数は２，勝者の取得セット数は２，敗者は        

０となる。  

  ※２ 取得ゲーム率とは  

      （全ての試合の取得ゲーム合計数）÷（全ての試合のゲーム合計数）  

     なお、不戦勝の場合、試合のゲーム数は６、勝者の取得ゲーム数は６、敗者は       

０となる。  

  ※３ リタイアについてはルールブックに従う。  
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